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赤道大気レ
ー ダー およびライダー による

熱帯域ア ンビル 内および周 辺の 鉛直流観測
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　 イン ドネシ ア、ス マ トラ島の 赤道大気観測所（02S ，100．32E）に

設 置されて い る赤道大 気レ
ーダー（E（劇 al　Atrnosphere　Radar，

EAR）およびミ
ー

ライダr 　X バ ン ド気 象レーダーを用い て、メソス

ケール 積雲クラス タ
ー
を構成するア ン ビル （金床鬘》および巻雲付

近 の鉛 直流 を観 測した。

　熱帯のメソスケール 積雲クラスターおよびライン 状降水システ

厶 におい てみ られるア ン ビル 領域 は、対流部分と区別して層状雲

領域として 認織され 、雲内部 に お け る 平 均 的 な 上 昇 流は 、

10ト2〔）crn／s とい う代 表的な値をもつ こ とが 知られ て い る（ha

1989，（NRMS ）。 しか し、その 値 が対 流部分の 鉛直流に 比 べ て小

さい ことから、雲シス テム 内で の 空間分 布が精度良く得られて い

るとはい えない。

　鉛直ビーム の 強化 と手動によるドップ ラーデータ晶質管 理 によ

り、12分、高度 15【  とい う高い 分解能で 、アン ビル 内の 鉛直流記

述に 必要な5cm／s の 精度をもつ データを高度 1諌 m 付近まで安定

に 取得することが で きた 。 さらに 20D4年 5 月か らの ライダ
ー

観測

によ り、下層の 水雲や 降雨がない条件下の 上 層雲の 雲頂、雲底

高度が測 定可能 にな っ た。解析に 用い たデータは、2003年 11 月，

2004年 12月・−2005年 1 月、2005年 7 月で ある。

　　図 1 は、2003年 11月 6 日にみ られた移動の 遅い 積雲クラス

ター通過時に おける鉛直流の 分布 で あ る。GOES −9 の 等価黒 体

温tSECTbb）が、　NCEP 再解析デ
ー

タに よる EAR 付近 の 鉛直温 度分

布か らみ てどの 高 度 に対応するか を含わせ 示 して い る。 まず、対

流部分が通過した直後（14
−16Z）に は 、 推定される雲頂高度の 下

dm 程度の 高度帯で鉛直流がほ ぼゼロ または 下降流となっ てい

る 。
この ような展開は 8 日の クラス ターにつ いても見い だされた。

対流部分 か ら層状 部分 へ の 移行 時に は、遷移期として 上 昇流域

が糊 こ雲の 上部 二偏在する分布が見られるこ とが、ライン状雲シ

ステムなどで報告されて い る（eg 跏 II  d　H   ze．　1987，JAS）が、

EAR における 2 ケース で はむしろ上 昇流が や や低い高度に偏在

してい る。さらに 1← 18鯤 ごろには 8−13  付近の高度帯ほ とん

どすべ て の 時間・領域で Or3D  ／s の 弱い上昇流であり、下降流

や 40cm／s 以上の 上 昇流は ほ とん どなか っ た。この 特徴は 8 日、

20 日の クラス ターに も同様に み られた。これ は、クラス ター内 で

み られるはずの 小規模対流や短周期重力波が、穏やかな上 昇流

ほ どの 規模・振幅す らもっ て い な い ことを示すもの で 、雲の な い

時刻と比べ ても
”
静か な

”
様相となっ て いる。層状雲内で の 上昇流

生成に はい くつ かの メカニ ズ厶 が 考えられ てい る。雪片落下 によ

る層状雲下部の 過冷却水滴の 凝結が 原因とな るもの 、古 い 対流

が層状部 分 に 残存する状況、あ る い は Par，dya　 and 　 Du  

（1995，JAS）が指摘する対流部分か らの 重 力波放射などが挙げら

れ る e いずれ に して も、小ス ケ
ー

ル の 上 昇流と下 降流が入 り組 ん

だ 状況で 平均的な上 昇流となるこ とが 予想されるた め、観測 され

た一
様な上昇域がどの ように して生成されたかに興味が 持た れ

る。

　一
方、熱帯上部対流圏 でアンビル の メカニ ズ厶 とは 独立な原因

に よる 5−rOcm ／s 程度の 上 昇流が、連続的あるい は間歇的に 長

時間観測されることが ある（2004年秋季大 会）。 ブラン トバ イサ ラ振

動、重 力波として解釈できるものもあるが 、10 日以上 にわたっ て

継 続 し簡単 に は説 明の つ か ない 上 昇流も認め られ た。これ らが、

雲中の 現象なの か晴天域での ことなの かは重要なの で、ライダ

ー働 測を用 い てそれを明確に 判定した 。 MlrSAT によっ て光学的

に 比 較的薄い 層状 雲 が観 測され て お り、同時 に 上部対流圏に 継

続的な上昇流が観測されてい る事例につ いて 、 ライダーデータを

確認 す ると、上 昇流域は 雲域の 外側に あることが わか るような事

例も見受けられ た。講演で は、層状雲の 内外 に おける鉛 直 流分

布の 特徴を整理して 発表する予定である。こ の 種の 上 昇流の 原

因 を明らか に し、潜熱開放を中心とす るア ン ビル 内の 上 昇流過程

との 区 別 を行 うことが、鉛直流の 様態の 理解の うえで 重 要であ

る。
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　明9：1
　 図 1二 2003年 11月 6 日 に通過した積 雲クラスター時の U 　）EAR

による鉛直流（等値線間隔 2〔）crn ／s）、および GOES −9 の Tbbと

NC 日P再解析温度 より算出した、　Tbb に 相 当する高度（実線X下 洸

学雨量計に よる 10分間雨A〈rr｝m ／l〔  ）
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